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杉　山　正　明

はじめに

　本稿は，西磨1314年前後に天山北麓一帯で起きた元軍とCaγatai－ulus軍との武力衝

突に関連して，最も詳細な経緯を伝える同時代ペルシア語年代詑eオルジェイト史譲

乃ケτ膨勘ゐ明認読4δ加ε必Dμπ卿御αムD魏VIJ’a’ita　5ultan　Mubammadのうち，両軍

の陣容・配置を詳述する箇処を原写本にもとづいて校訂・翻訳して紹介し，そこに列挙

される人名・地名についてペルシア文と漢文を二大史料群とする13・14世紀モンゴル支

配時代関連の本源諸史料より関係記事を捜干して歴史・文献上の同定を試み，14世紀初

頭の大元ウルス西境に関する従来の理解に村して，ささやかな修正案を提示する。

　アム河爾北における恥1egu一“1us軍との攻防とあわせ，　Esen－buqa当主時代

（1310－1318）のCaγatai－ulus東西両面での軍事紛争については，すでにC．M．D’Ohs－

soR，　J．　von　Aammer－Purgstall，　A．　Vamb6ry，　E．E．　Oliver，　B．B．SapTeHbx，　R．　Grousset，

G．Spuler，植村清二らが言及し，最近では再び加藤和秀，　T．　Allsenが触れ，1986葎秋，

南京開催の元史国際討論会では劉迎勝が特に対元戦に絞り漢文史料も利矯して事件経過

を概述した1）。にもかかわらずあえてまた検討しようとするのは，ひとつには上記先業

は未刊の劉を除きいずれも経過を簡単に記すか，論述の都合上述べるにとどまり，ただ

BaPTO源研だけが若干の鍵となる地名に留意した跡が窺えるほかは，一一一aSt一句の文献検

討に深入りしなかった結果，類似記事のない具体状況の解明・把握が従来逸せられたま

まになっているためであり，いまひとつには，以下の理由で不十分であった筆者のふた

つの前稿を補なうためでもある。

1）口頭報告の限りでは，1310年代から1320年代のAltai以西方瀬ρ）総述である。従って，通史

　上の位置附けは近い将来に公刊されるであろう劉論文に期待し，本稿は文献検討を主力とする。
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　岡書当該箇処には，筆者がさきに言及したCaγatai系Cifbei家に関連する兜逃せな

い記事があり，前二稿ではそれに気附きながらも，原写本を参覧できない条件下で，特

に人名・地名等の読字・校訂に強い疑問を感じさせる既存のHambk刊本（乃》豆耐

び願微，ed．　MahTn難a…nbk，　Tehran，1969）だけに依拠する不安から，ことさらに言及を

廻避した。財ルジェイト史壽には，A．｝玉．752年Rab了噴月末賑（25，　W，1351・A．D．）の奥附

のあるIstanbulのAya　Sofya図書館所蔵本（MS　3019／3，　folio　135－240）と19世紀頃

におけるCh．　Schefer旧蔵のBibl宝。出6que　Nationale所蔵本（MS　Supp16ment　peτsan

1419，16妊olios＞2｝のふたつの写本だけがいまのところ知られている。『オルジェイト

史s自体は，郵書のなかに晃える最も晩い年次が718／i318－19年（S205b／13，　P

IO8a／17）であることから，　Ol｝e呈ttt（治世703－716／1304－i6）の弟で後継者のAbtt　Sa’Td

当割興代（716－736／1316－1335）初期頃の著作と考えられており，従ってS本は著作よ

りさほど年を経ない尽く早い時期の古写本といえ，校訂の底本とするにふさわしい。P

本はS本よりの直接の筆写とするにはなお検討の余地を残すが3｝，読み取りにくいS本

の綴字を確定する上で役に立つ。いま幸いにして両写本を利用する便宜を得，加えて

9amblr刊本に先立っ一年前に岡じTehr飢出身のM．　Parvisiの手になる岡書全文への

校訂・独訳・附注・解題が西独G6ttiRgeR大学へ博士論文として提出されていたことを

知った（Maryam　Parvisi－Berger，　Die　Chronifl　des　9薦翻z　deber　den　Ilchan　O嬢磁

（1304“i316），　E］dition　und　kommentierte　Ubersetzung，　Dissertation　zur　Erlangung　des

2）　F．　Tauer，　Les　manuscrits　persans　de　bibliotheques　de　Stamboul，　AO，　3－3，　Prague，　1931，

　473，　no．　382．　B．B．BapTonm，　3agKcKit　BocTogHaro　OwuexeHne　NMRepaTopcKaro　PyceKaro

　Apxeo”or；fzieeKaro　06iiKecTBa，　18，　1907－08，　O119－0123．　E，　Blochet，　Catalogue　des　manuscrits

　persan　de　la　Bibiiotheque　IVIationale，　1　，　Paris　1905，　283，　no．　450．　do．，　Bibliotheque　Nationale，　Cata－

　logue　de　la　collection　des　manuscrits　orientaux，　arabe，　persans　et　tui－c，　forme　par　M．　Ch．　Schefer，　pub－

　lie’　par　Blochet，　Paris　1900，　95，　fn，　1419．　K，　Jahn，　Study　on　Supplementary　Sources　for　the

　MQngQl　History　of　Iran，　Aspects　of　Altaic　Civilixation，　edited　by　I），　Sinor，　the　Hague　l963．な

　おBibliot艶que　NationaleのBlochet作成Catalogueは不十分で長く不評であったが，現在，

　岡館員でlranistのF．　Richardにより薪版が作成中であり，その第1巻は近々公刊とのことで

　ある。

3）　Parvisiは直接の筆写と謝次依存のふたつの可能性を並記する［Par，　Einleitung，5｝。筆書は

　現在結論に達していない。
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Doktorgrades　der　Philosopkischen　Fakultat　der　Georg－August－URiversitat　zu　G6ttiRg－

en，　GdttiBgen，1968）‘）。内容を検討してみると，手書による校訂はHamb｝丁刊本を上測

り，独訳も草稿かと思わせる未消化で文意の通りにくい「オルジェイト史2、に対して，

意図して原文に密着せず，その当否は別として，簡明を旨とした苦心の意訳となってい

る。イラン文献学からの言及を特徴とする長文の解題と422条の注記も利点が多い。有

用さは疑いない。しかし反面，頻出する子育名詞や特殊用語，とりわけトルコ・モンゴ

ル語彙に関しては，Hamblτ刊本と共通する面を否定できない。　S本は岡町回のペルシ

ア語古写本と同様に，各単語の上・下の点があまり厳重に附されず，rasm（上・下の点

を取り去った字形）でしか綴られないこともしばしばある。Arabo－PerslaRの単語はと

もかく，TurCQ－Mongolian或いは漢語起源等の単語の場含，読字ないし翻字自体がま

ず容易に決めがたい上に，しかもおおむねそれらの単語こそ，当然のことながら歴史状

況と深刻・密接にかかわる人名・地名・部族名などのkey　wordであり，その一一語一語

が他の博大な岡時代諸語文献との厳密かつ慎重な照合・同定作業を要する。十金な歴史

状況の把握なしには，満足しうる校訂・翻訳もまたなしがたい。ペルシア語文献という

ものの，モンゴル人王廷の記録であり，東方Cayatai－ulusや大元ウルス関係の記事も

異例なほど豊富に含む『オルジェイト史sの校訂・訳注に関して，二入のイラン人女性

が残した課題の解決はモンゴル帝国歴史研究の側にゆだねられているといってよい。本

稿がそうした愚書利用の事例研究の意味をもちえれば幸いである。

王

【イスタンブル写本を底本とした校訂案】

　Sf．223a，1L5－25；Pf．131b，1．16－132a，L19．S本にGは存在せず，P・Cも稀に見える

のみで，K・B・Jが使われる。」7Sに顕著なDのD表記等は発られず，語末のYが

しばしばYと表記される程度である。校訂はペルシア語としてK・B・Jのままではい

かにも不自然なArabo－Persianの単語や明らかにG・P・Cと読んだに違いないTurco－

Mong◎lianの単語等は変えたが，固有名詞等はそのままにした。翻字ではS本のまま

示すことを原則とし，rasmの場合は筆者が想定する字をイタリクで示した。なお以下，

本稿で蒙古語として転写形を示す場合，文語形式の慣例に従った。

4＞　小野浩からこの存在と所在を教示された。謝意を表する。
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　　【逐語試調

　　一方，Qanの陣営は多層6となり指々が並び合うように境界上に連なり続いて駐し，

　Esen－buqaの軍士はそれに薗と薗を向かい対して幕営地を有した。まず，　Esen－buqaと

　Kuk－h嚥というその幕営地にいるDu’aの子£bUgenに対して，Ωan軍のうちBuqa元

　帥の子Toγa6i丞相が12万人隊の軍とともに幕営・屯住地を有する。その夏営はYlsUn－

　m6ren方面に，冬営はQobuyの宿場にある。それに続いて，その傍にManzlとNank一

　旬asの諸地域の征服においてBayaR大丞相のnδkδrであった墜p6aq族のTGtgaq．

　baltadurの子Jttnqttτ王が5万人隊とともにΩ伽q醸uとAlayr－taqの幕営地に駐した。

　それに対してCe6egttiの子Satra－ug磁とそのn∂feorであるΩutgqu－bahadurが自軍とと

　もに彼に正対する。それらの下方には，Cubelの諸子Nom－qulrとBuyan－daきおよび

　Ωabanの子KOn6egが12万人隊とともにSug6uの幕営地からUi如rist翫諸地方に住し，

　彼らの薗前にはDu’aの子にてEsen－buqaの兄Ce　Emil－bvajaが2万人隊とともに居る。

　　これらはQAR　ewの西・南面の前衛（　manglai）であり，他方，東・北面およびll［itaTと

　Nanklyasの麗域についても，三々が肩を並べるように，また櫛の歯が比び合うように

　互いの傍に続いて話した。例えば，Bars－kolにはGuy確ろi　Mingγanの子Bularyiが増
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援諸軍とともに幕営・帳幕地を有し，それに対してΩatitqttが駐した。Ωamulには

Ωabanの患子が大軍とともに住し，それに正対してSab92n－zTyakと仙薮1ad万人隊長

が面前に則した。TabGtの諸地方にはM雛9u1骨筆元帥の子Ja膝が居り，その正対に

Jankjtt1．babgTが一人の千人隊長とともに臥する。

儲注｝

　6ΩAN／9anモンゴル蒔代およびそれ以後のペルシア語文献では埴nと明確に区別

され，◎9ddei，　MOngkeおよびΩub呈lai以下の元帝のみに使用され，モンゴル皇帝を意

味する。特に，元齋を示す場合，しばしば固有名詞を冠せず，ΩANとのみ書く。ここ

では第8代皇帝の仁宗Ayurbarwadaを指す。　S本ではただ～箇処［237a／11，　P

153a／1］ΩAANとするのを除き，他処はすべてΩAN。　MEΩuatremdire，聡．H．Bepe－

3XH，　EBlochet等の早期の解集史s諸刊本でΩAANの形が採られ周知となっているが，

手許の写本を見ると，1433年書写L本，16世紀書写とされるP本，最古の収蔵日付が

1620奪のT1n本ではΩAANであるものの，　i317年書写S本はΩAN，14世紀書写La本

ではΩAN。　A．A．AJIva3aAeはS本を見ながらも一貫してΩAANを採り，ほぼ岡じ条件

のK、JahnのみΩANとする。喋史』と近いと思われる『五族譜毒5π‘α尻1％聰伽♂

で主にQANでありながら，岡書をおそらく蛍な興拠としてA．K．830／1426－27　A．D．に

晦fi声Abtuが編纂し，後人が追撫した鴨貴系譜露Mu‘　izx　al－AnsabではΩAANとあ

ることからも，モンゴル時代14世紀には通常ΩANないしはΩANと書かれていたもの

が，ティムール朝治下でΩAANと改められた可能性がある。　QAANの綴りは，ウ4グ

ル文字表記のqaγan，パスパ字のqa’an，夢元朝秘史sの’t”合輩卿加π，　tk合阿納qdan－a

（locative）等との対応を連想させる。継界征服者史di　7漉τ碗」識勲・Gπ巌の最古写本

Biblioth色qtte’Nationale所蔵SupplemeRt　Persan　205（A．登，689，　Zu’1．Hijja，4／8，

X翫1290A．D．の内覧あり）ではΩAANと綴られるから（（］axvinT　I附載f．174bの写真

8行留），ティムール朝の史窟がウイグル文字ないし蒙古語を意識しJuvainτの綴字を

復活・固定させたことも考えられ，今後一一層の諸写本蒐集により莞定めたい6［。

　　JYRKA／ゴz顧＞m．」‘㎎θ「狩りの布陣」，「列状の布陣」。　Doerferは「勢子の輪。

軍事；敵軍包囲のための円形あるいは半円形の布陣。序列」の語義を与え［Doerfer　I

：477－480］，ParvisiはKreisf6rfniger　Anordnang「円形配置」と訳す。ただここでは開

元軍が（単）円形の包囲陣を布いたと解するのは無理である。『秘史』では，者児格連

知㎎18Z飢列，者看児格迭tc　ierge－deどe班列裏，者’ti児格額”i！　ラerge一’er依次，者汚児格突Lfi児

多㎎㍑加贈位裏，者一丁格額群群多㎎ガ8プ列着，者西児格突爵児者毒児格連」θ馨碗勿多㎎181朗
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5）Topkapi－Sarayl　Mlizesi，　Kljtifphanesi，　Ahmet　2937。金227葉。太古よりモンゴル蒔代に至る

　ユダヤ，ムスリム・アラブ，モンゴル，フランク，チーンの五種族の歴代Y＄Jk一統を図示したペ

　ルシア語系譜集。アストラハン王Ωasim　Su寧n　l臼蔵写本で，発見者A．Z．V、　Toganによれば，

　15世紀にマー・ワラー・アンナフルで筆写された。特にモンゴルの部分（96a－148a）は，

　D論Un　B盃yanからC｝azan－hanまでのモンゴル王族男女計1，129人（名が未記入の37人も数えた

　数字〉が挙がり，CiRggis－qanの先裾と掛商の名・系統に関する根本史料となる。多くの人名

　は，各枠内（男は矩形，女は円形）の上半に朱書によるウイグル文字，下半に鑑書によるアラ

　ビア文字の二種で綴られる。各ウルス歴代首長は金字によるアラビア文字だけである。また

　Guyifgを除くClnggis以降の各ΩanとJo6i・Caγatai・Tolui・Ariγ一b6keおよびHulegil以降

　の各恥legU一敗lus首長には，詳細な穏妃・将距一覧表が附く。Toganは本書が不明の喋史S

　第三巻の一部を構成すると考えたが，内容上，91集聖訓，とりわけ各das亡朝のはじめに附された

　系図との密接な関係は疑いないものの（1317年書写の簸古・最良の」7Sとの比較。　JTLa以降

　では附系図が未記入の場合が多く，改字・改文・誤字・誤入も次第に強くなる〉，例えば

　Ωaiganに成書当蒋のΩSnと傍注されたり，条々の人名にも明らかに1310年以降に置かざるを

　えないものもあるなど，Togan説には慎重にならざるをえない。内容上，特に閉につくのは

　GifytigをΩXnに立てず，696dei（彼自身もΩzanではなく嫡nと書かれる）諸商の～系として

　処遇する一方，Ariγ・b6keをTemtirのあとに歴代Qanと岡格で立項していることである

　（Mu‘izzも踏襲する〉。91集史AもΩubilai紀第三章をAriγ一b6ke伝にあて，特別の配慮を示し

　ているが，モンゴル帯国史金剛の構想にもかかわる問題であり，また本書ないし本写本成立の

　由来を考える上でも底意すべき点であろう。その他，個々の難処には徹底究朋すべき点もかな

　り認められる。とはいえ人名の綴字は極めて明瞭であり，体裁上，近似するM漉駝泌加5勧P

　本ではすでに崩れた場合の多い人名を「秘吏譜や漢文表記等と比較しつつモンゴル帝国史の基

　礎資料として確定していく上にも役に立つ。モンゴルの部分だけでなく他の四部分も喋史s

　諸国史の部分等と比較検討する必要があるだろう。本書はいわばモンゴルの世界支配の理念と

　情報を図化したものといえ，内容の検討・利用・普及を図るのはもとよりながら，徹底した文

　献解析を行ない，その性格・流伝を明らかにし，モンゴル帝国史の生きた網入としての本書の

　全貌を見極めたい。確実な文献紹介は他日を期す。A．　Zeki　Veldi　Togan，　The　composition　of

the　history　of　the　Mongols　by　Rashld　al－DTR，　CA」，　7，　1962，　68－7i　；　Resfd－ttd－Din　r P’ab2b，　islam

　Ansifelopedilsi，　9，　1964，　71e；　Umumt“　ttirk　tarihine　gtriE，　1，　1946，　258，37e，381，453；　Tan’hde　usul，

　1950，58，211．Karl　Jahn，　The　still　missing　works　of　RashTd　al　Din，　CAJ，9，1964，116－119．　本

　田實信，elラシード金著作Ransについて，『西爾アジア研究誰23，1984，72－74。

6）　V集史s諸写本の利用には本田實信から多大の恩恵を受けた。厚く謝意を表する。
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次序裏列着，者児格列克先iergeleg＝sen列了的，者・T’児格迭徹」“erge－deie次序行［1／11b，

g19，　711；3／12a，　glO8，　271215／12a，　g151，　46e8；5／24a，　gi55，　48i6；5／29b，

g159，　4918；8／46a，　g208，　8112，　8113；9／9b，　g213，　8324；　，1ag，，1／32b，　g255，

10512］と，共通して「列状jを示唆する。依次，次序裏，次序行と傍訳された三例も，

Cleavesは‘‘in　［paral｝el］raflks”‘‘in　the　row”‘‘from　the　raRk”　［Cleaves　1982：80，

149，197］と訳し，その第1例について小沢重男は「《つぎつぎに》ではなく《一緒に平

行して》」と注し「一連して」と訳す［小沢下：218］ように，「列」を含意する。特に

小沢が注意した例は，通史sに「その後その年の冬をAWN耳AN王汗はKLWRAN／

Kelitren方面より前に移動してΩWBH一ΩYA／2teba－4ayaへの途上を行きつつ，他のも

のたちも彼の踵を追って移動し，JRKH／勉gθとなって行った」［」7’S　80a／20－21］と

あり，唾武親征録調に「冬，旺可汗は兵を分かち，［自ら］越権憐河より忽八海牙嶽を

指して先発し，部衆は後に列を成して進む」［cf．　Pelliot　et　．Elambis：419，　n．3｝と全く
　　　　　　　　　　　　N　　N　　N　　S　　N

岡内容が載り，明白である。（半）円形にこだわる必要はなく，むしろ本稿引用文全体

がiergeの好例となろう。

　8ABWKAN／Abitgan＞m　Ebagen　『集史諺Caγatai紀本文には見えず，附系図に

Du’a　10子の8番目にAPWKNと見える［」7S　171a］。　Su‘ab　120aに同じく8番目に

ABWKAN，”BWK’N。　M漉駕P32bに14番陰AWBWK：AN。のちのCaγatai・ulus当童

Jinggi（1334－38），　Yisitll－temifr（1338－39）の父。〈世績碑〉に「〈延祐）二年〈1315），

也先不花の将，也不干・忽都帖木曜と赤蕪：干の地に戦う」とある也不：1　Ebttgenか。

　9　KWKHWY　／　Ham．　AWKWKHWY，　Par．　’WKWKHWY　／　Kak－hut　〉　m．　Kog一

ゐ。ガ2Hamb1TとParvisiはともに前のAW／uと一語と限るが，本処記事のやや後に

「（Esen－buqaは）自分と同腹の兄弟でもあるABWKAN／E施g碗とKBK／Kebeg　ve　X

力で血に餓えた1万人隊の軍とともにKWKHWYの方薗に派遣したA［S225b／8－9，

P135b／11－12．　ffam．，　Par．ともにKWLH：WYと読む］とあり，　K匠k．h灘なる地名である。

励を嚇史』のbe　hoi林と解せば，「青い森」。〈世績碑〉に1（大徳）四年（1300）秋，畔

王禿i饗TOgne・斡魯思Oro∫等，辺を犯す。王（誕創兀児Coπg密），敵を潤客の地に迎

う。其の未だ陣せざるに及んで，王は其の軍を以て直ちに之を搏つ。敵，支うる能わず。

之を逐いて金山を瞼えて乃ち還る」と見える澗客KOg一’　Kokeの地は，重恩のいう「今

の饗音諾顔部中の左錦旗右翼右転旗両界に枯庫嶺あり。郎ち此の千客の地」［落餌児史

記102／5a　・b］かどうかは別として，少なくとも金壷罵A圭£ai以東に位置するので，

Esen－buqa陣営のうちKttk－httTだけが異常に東方に突出してしまうことになり，不適
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当。むしろ1375年はじめ，SayramからCar冨nに達したティムールの第三次モグーリス

ターン遠征軍に対して時のモグーリスターンの実権者9amal　al－DTnが自軍を集結させ

たKWK－TPH／Kδfe　一tepe［Sami：69／10］ないしKWK－TWPH／K6k．tdpe［Yazdi：

151b／2，207b／7］の方がlli河東に位置することになり可能性がでてくる［Cf．

Semireclty67’；139－140］。

　　TWGA∫Y　JYNSANK／恥gの」乞π5魏g＞7砂α醗勿（g）sang本書では704／1304－05

年の初出IS　152a／16，　P　26b／5－6］を皮切りに頻出する。畔引は「テンサンは今先で

ある。元史宰相表には見当らないが，仁宗即位の際，中書右丞相知枢密院事に任ぜられ

た脱火赤玉都児こそ，恐らくその人に橿違あるまい。彼は一三一五年（延祐二年）に威

寧三王に封ぜられて，金印を賜はってみるが，それは恐らくイセンブカ追討の功による

ものであらう。しかし延祐四・五年の交には，彼はまた叛したことが元史奉紀に見えて

みる。その事情は一切不明である」［植村3：66］と簡潔に述べ，佐口透もD’Ohssoa

への訳注にて「元朝史料の丞相知枢密院事書火赤抜都児をさすか」［帝国史6：236，注

1］とする。両氏がいう（A）「元史」24，至大4（1311＞年3月記事中の「中書右国劇知枢

密院事」は中書右丞相だけに訂正する要があるが（知枢密理事はつづく鉄木型不花

Temtir－bZtqaの冠称〉，この記事を最初に本紀には（B）岡25，延祐2（1315）年10月「丁丑，

脱火赤を封じて威箪郡王と為し金印を賜う」，（C＞同26，延祐4（1317）年2月「丙寅，諸王

の部，野火赤の乱に値い，百姓貧乏なるを以て紗十六万六千錠・米万石を給してこれを

賑わす」，（D）岡年6月壬子「尊崇講書漢℃㎎鶴・趙王阿魯禿Arte＞・tu，叛王脱火赤の掠む

る所と為る。各おの金銀・織豊を賜う」，（E洞年7月庚辰「叛軍を討ちて功有る句容郡

王床兀児Cong’　ur等に金銀・幣絹・紗を賞すること各おの差有り」，（F）延祐5（1318）隼

2月庚申「叛王脱火脚を討ちたる戦功を賞し，諸王の部の察筆Caqan’一　Cayan　eeに金

銀・幣・紗を賜うこと黙劇り」と見え，（G）劉敏剥く押明先徳加封碑〉『中業集』元刻本

4「（至大）三（1310＞年…趙王（此安Ju’an）～日，単蹄脱歓Toyan・司馬阿曹思を召して

謂いて曰く，洗王（闊里吉思1ζδ㎎富くGeorges），卜羅Boladに旅残す。…五月，九腸の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ寒星三月赤察児btiiJ■・丞相脱禾出八都魯を過ぎる。卒五百人を興りて其の行を衛らし

む。七月，嬢所に達す」（元史118阿刺兀思細筆寒声伝ffS闊里吉思伝にもほぼ岡文）（H）

〈勅賜康里切先螢碑〉「黄金華先生文集誘28続藁5に皆野Qaigan時代の至大三（1310）年頃

のこととして「辺将脱火赤，薪軍［万人】を以て宗王丑漢＊Cteeanに益さんことを請う。

7）同書の利馬には，Vぼ．　Minorskyによるすぐれた英訳を活用した。
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廷議して王（＝康里脱脱9angli　Tayto）を碑て往きて其の資装を給せしめんとす。王，欝

えらく嚇，方に寧認たり。宜しく挑変して事を生ぜしむるべからず壽と。辞して行か

ず。遂に丞根禿油紙肋⑳等二人を遣わして往きてこれに給せしめ，幾んど以て変を

激すj（光史138賦払脱海産にほぼ同文。［】内はそれに拠る〉とあるほか，酷赤」に

は本処記事と直接関係する駅伝敷設記事中に元北面の最突端地区の守将として，同5皇

慶元（1312）年11月18殿「脱火赤の地」，同二（1313）年10月14Ei「脱火赤八禿児・寛徹

（後掲のCubeiの姪K6n6eg。西面突端の将）の地」「造北の脱火炉の脱脱嫡孫

todqasunj，同月23日「脱棄赤・玄義の地」と晃える。同書6延祐元（131む隼3月15贋

の「倉敷赤わoγπ痂の脱火炉」は別人か。管見の限り，彼の出自にかかわる情報は難処

記事のほか見ない。（cXDXEXF）による13i7～18年の叛王畿火赤が植村がいうように本処の

Toγa6iと同一人である可能性は，（D）の安遠王醜漢は（H）の宗王丑漢に当たるので，極め

て濃いといえる。本書での初出は704／i304－05年のDu’aとの協岡作戦によるCabar追

い落とし（後迦5頁）なので，Toya6iはQai§aa即位以前のA茎tai進駐軍の一人として

成宗　Temifr時代から同方面にあったことになる。仁宗即位にあたってToγa6iと後輿

のCOR9γurという照Ωai話an鷹下の二人の北面辺将がともに右一構を遙陣していること

（A＞は，かつて握りかけていた帝位を兄Qaigan軍団の進撃に屈して一旦は譲らざるをえ

ず，Ωaigan治世4年間でも皇：太子に指名されながらも隠微な暗闘がつづいたAyurbar－

wadaにとって，明らかにΩaigan系列と晃られるこの二人を懐柔する意味があったの

だろう。本処記事の14年後にはCoRgγurの第三子El－temtir9’がΩaiganの次子Tuγ一

temifrを擁して泰定帝Yi甜n－te磁Ur系の政府を打倒する（天暦の内乱）。本処のToγa6i

と糧食脱火赤とが岡一であるならば，その叛乱は本拠記事の2隼後，延祐3（1316）年に

おきたΩaiganの長子Ωo§ilaのA1£ai地区ないしCaγatai－ulu＄への逃入と無緑：ではない

可能性がでてくる。その場合，本処記事の二人の北面辺塞T◎γa6iとCong’urは割れ（ff），

Ωo闘aに附いたToγa6iは史料の上からは姿を消す結果となったことになる。

　　BWΩA　WYNSAy／m．　Bztqa（）nYai　ParvisiはBoga　WNYSAとするが，二語目

の綴字前半はウイグル文字蒙古文でWYNと表記する「元」に相当し［Cf．　Cleaves

1951：53，1．1］，「元師」の正確な転写。喋史＄では，WNKSY［S206b／17］，　WAN一

8＞El－terntirは15歳より10俸あまりモンゴリア出軍中の9alganのkesKig〈knzikに侍し，仁宗蒔

　代はじめには周王とされたΩo醗aの「妙工」に任じられている1〈勅賜太師秦王佐命元勲之碑〉

　馬石田文集，鯛刻本14／3b，野史138　燕鉄木月伝］。
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SY［130b／8，10］，　WAIVKSAY［98b／11，12，13．なお1．11のWAYKSAYの最初のY

はNの誤記］，∫WNKSY［95b／22］，　YWNKSY［96a／21｝，　YWRKSAY［97a／5］

と，六箇処に六様の綴字が見られ，かつ初例に「万人隊魏癩η＞tamenのアミールを…

（という〉」，第2・3・4例に「…の意味は万人隊のアミールである」，第5例に「即ち

金軍のアミールである」，第6例に「その意味は募itaiの言語で万人隊のアミールであ

る」と語釈が附く。Doerfer［1）oerfer　W：42，229－230］はWANGSAYとYWNGSAY

の両項目を掲げるが，当該箇処に必ずしも良質の『集史」刊本が存在するとは限らない

ため例示した変異形の綴字が十分でなく，かつ第4例を落とす［Cf．　Pellio重1930：

42－44，43・R．1］。第1例について，RagTdの語釈から着想してBiochet£Blochet：App．

46］，Yuie［Yulei田：120　n．1］はnvang＝万wbnを想定したが，　Pelliot［Polo鉦：

858］が峻拒するとおり。漢文史料では，例えば玩％13，至元21（1284）年6月「庚申，

蒙古都元帥府を改めて蒙古都万戸府と為し，砲手元帥府を改めて砲手万戸府と為し，砲

手都元帥府を回漕砲手軍匠万芦府と為す」や，また個別の具体事例でも劃一の軍団内に

正三品中の武甲宮である昭勇大将軍（典章7，吏部1，〈資品〉一一覧表の武散官正三錨には

乱れがあり，元史91，百官7に従う）9ゆ位階をもつ都万芦と，正三晶．ドの昭毅大将軍を

もつ副都万戸とが並立する場合がしばしがば確認され10），下職を院典章s7，些些1，

〈内外文武職品〉一覧表で捜すと，正三品軍職の項にはその職名が見えず，代わって元帥

と副元帥が挙がる。元帥が実際上で万戸長であり，とりわけ都万戸と名称上も互用され

9）元の階富の名称は金制をそのまま引き継ぐ。

10）例えば，∫a1airとm郎§in爾族の将帥を戴く二頭立の軍団である「河爾澹北下省軍都万戸

　府」の場合，二頭立て構成であることを撰文の骨子とする李舵魯欝〈河南准北蒙古軍都万芦府

　増修強剛碑銘〉［中州名違算表30／2b－4a。菊潭集（墨香零拾所収）3／42a－43aは前者からの

　引書では，撰文時点の都万芦がJalairの察軍口碑爾Cayan－temitrで昭勇（正三品中），翻都万

　戸が恥g憾nの昔置（里or禮）伯吉で昭毅（正三脚下）と対句風に並細大書される。後期は自ら

　が山西欄蕊の本拠に立超したく主面洞鍍自記〉〈忽神公神道碑〉［ともに山右石刻和朝］の宋羅

　で患子八面児Basarとともに金肩書を刻石したが，彼自身は副都万芦で息子は万戸であった。

　「河繭准北軍団」4万戸のうち，2つの万戸はこの父子がそれぞれ長であったわけである。この

　ことから都万戸・副都万戸は一身が万戸長であり，かつ複数の万戸を束ねた軍団の長・弐でも

　あったことになる。なお，この軍圃の概略は松田孝一，河南准北蒙古三都万戸府考，『粟洋学

　eej　68一　3　’　4　，　1987，　37’650
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ることがわかり，Ragld語釈が事実であることを裏附ける。ただしいまBuqa元帥を特

定できない。蓋代東西文献に同名の人物はおびただしく，逆に特定するにはいずれも材

料不足である。例えば『ヴァッサーフ史diにBWQA　BWSAなる人物が見え

［ffammer．Purgstal’：edition　12／20，　ifbersetzung　25，　VaESdif　：20］，劉がすでに述べた

ようにBWSAはTWSAの誤記でBuqa太師の意である可能姓が高いが［劉1984：31，

35n，9。なおTWSA／‘欝∂〉’握5励についてはBuell　：122－124，　Serruys：372－374を

見よ3，本処のBuqa元帥と岡一であるかどうか関連づける記録を発出せない。

　10YYSWN　MWRAN／Ham．　YYSTWN　MWRAN，　Par．　BYSWN－Mifran（Bはrasm

のみの意）／m．Yistin－mOren九海の意。　il元標s　120，尤赤台墨に難解13・4（1275・

6）年以後のSiregi等の叛乱に関連して「又た嘗て失烈吉3〃顛・要木戸児Yobuqurを

野孫漠連に破る」と見える野離漠連Yesitn－mOrenか。　Ba群。訪πはEsen－n顯renと読み，

Irtigの支流とし［Semirechye：133］，後人の言及すべてそれに従うが，開らかにWが読

み取れ，EseRとするのは無理である。

　ll（⊇WBAΩ／Ham．　FWTAΩ，　Par．ΩWNAQ／gtzbaq＞gobay　BapTonbAは「冬営地

はΩobuqの岸辺にあった」［Semirechye：133］とこの地名を正しく把握し，　AIIseRは明

らかにそれに拠ってHambliをKhobakhと訂正する［Allsen：259，277n．116］。岡地

はJuvainfによってEmi1とともに即位前のOgodeiのyurtとされ［eazvinτ1：31，

Boylet王：43，43　n．14，184〕，その登臨後は同じくEmilとともに庶長子Guy惚のordo

の所在地とされ［2azvini　I：217，　Bayld　I：262］，さらに〈耶律公（希亮）神道碑〉

脆太撲集解劉氏嘉一堂刻本）旗亭2でも「船寺」は「定宗潜邸野駆の饅」の落磐里

Emil　Mとともに国財の幼子の大名王」（大名はG醇陀家の華北投下領）たる「宗王火

忽j（ffo4π．3μ励124b：HWΩW，　WΩW）の所領と書かれる（元史180耶律希亮伝にほぼ

同文）など，Og6dei－ulusの中心地であった。後世ジューン・ガル時代にも主要な牧地

となり，清軍によるジューン・ガル職滅後はVolgaから帰ったトルダート親王一王家

（北路右翼旗）の営地となり，現在は和布克饗ホ蒙古自治累として新無品吾ホ虜治区にお

けるモンゴ）y人集柱地区の一中心となっているU｝。

　　JWNgWR　WANK／ffam．　JWNgWR　DANI〈，　Par．　GaRqurdang／innqar－Tvnng＞

Cong＞・ur一　wang〈世績碑〉の創兀児，　e千川s　128郷土P合一の躰兀児，「野史m本紀等の床

11）馬大正，解糖考斎散記，「伊野河21983－3。張承志，関子陣力麻里・普剰・葉密立三駆引査

　及探討，翁独健紀念「中国民族史研究」北京，中国二会科学出版社，1987，149－162。こうした

　有益な現地調査・報告が今後も続くこととを期待する。
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兀児。有名なΩや6aq軍圃長。『集史』Qubilai紀にfgubilai－qanの大アミールの一人

であったTWΩTAQの子∫WNKΩWR」と晃え［S　208a／23・24］，　Temifr紀にも西方

辺将としてjWNKΩWRの名が二度潤える［S　2隻7a／7，14］。喋史壽のNK／R9は漢文

文献と一一致し，さらに漢字表記からするとCoag’urグ指示されるだろう。WANKはP

本ではDANKと明らかに綴り，　Ham．，　Par．はそれに拠るが，　S本では後出DWWYN、

SAyの例のようにWとDとは弁別しがたい。本事件に先立つΩai§an疇代の至大二

（1309）年正月己亥に床兀児に与えられた「句容郡王」のiE　wangと見る［Cf．　J［ZS　97a／2，

4ではLY－WANK遼王，97b／26にはLY－SY－WANK：遼酉王などの例がある。1）oerfer

王V　：4ユー42］。

　　TWTGA9　BffADR／Ham，　TWTGAQ　BKADR，　Par．　TWNGA9　Bahlidor／　Tat－

9hq一　bahadur＞Tttdyaγ一baγatur前掲の父。彼の伝記は〈世績碑〉〈紀績碑〉および両者に依

拠する院史s128土管冶伝参照。本書にはもう～箇処TWNQA｛⊇＞TWTQAΩ［S　225a

／16，P135a／11］と毘える。『集史』では前貸のQubi圭al紀の記事とTemUr紀即位時

の主要入物を列挙した四三の二度見え，その綴字はTWΩTAΩ，　TW　7’9AΩ［JCTS　20Sa

／23，215a／13］，7WΩ7’AΩ［JLa　66a／8。なお後処は脱文］と定まらない。

Blochet［Blochet：50G，587］はTWΩTAΩに統一し，　Boyie［BaylO：286，320］も

Toqtaqと転写する。漢文文献での表記は大別二様あり，彼の在世中の記録と彼の所有

戸に係わる記事の場合は「禿禿合」あるいは「禿禿拾」［元史13，至元21，V，三酉；14，

岡24，∬，辛丑；16，岡28，1，壬戌；18，元貞i，田，辛卯；19，同2，猛，三七；39，後町回2，

】V，甲午；95，食貨3歳賜；117牙忽都伝；典章49刑11／13a；至正金陵芳志8戸環；万暦

応天府志2郡紀，111，本事件直前の皇慶元（1312）隼に死ました閻復の撰になるく二野碑〉

以降，および天暦の内乱（1328）後に守門の実権を掌握したCongγurの第三子El－temljr

七三時代に撰文・立碑されたく世四半〉以後の記録，ないしはQk’p6aq軍団系列下の人物

の三門類では「土土陰」あるいはF吐吐恰」［世績碑；紀績碑；元史128土土拾伝；122鉄

遭赤伝附塔海伝；135乞台伝；138燕帖木児伝；太師太平王定策元勲之碑（馬石田文集，明

刊本14／6　b－11a；元文類26／18b－32a）；至正金陵新志3金陵表，至元23；「吐三二」は

町史130不受木伝のみ］　12）。「町史』18，元貞元（1297）年3月「丙辰，月児魯・禿禿の軍

に回米万石を給す」と晃える禿禿は日干那術0磁g・πoッ。η，即ちArladのUs－temljrと並

記されるから，おそらくその第三子でのちの広平王の野方陰（脱禿恰，野土拾とも表記

12）太田彌一郎，元代の恰刺赤軍と恰蝿赤戸一『探馬赤戸誘の理解に関って一，『集刊東洋学A46，

　1981，1－14より文献・出典等，稗益した。
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する。明らかに混岡しないよう配慮した漢字表記）で岡名異入。Pell三〇t　eま　Toqtoγa一一

Toqto’aの変異形と処理したこともあるが［PeUiQt　1930：24］，喋史mの一形

TWTQAΩ／Tatqaqを勲勲πのtatgaqにあてたのがおそらく最終結論だろう［Pelliot

et　ffamis：97－98］。漢字表記からも喋史壽二形のうちTWTΩAΩの方が無理がなく，

本処のTWTGAΩはPel｝iot推論を逆に立証する。なお，　TudγaγがBayanの南征に従

軍したとする記録は他に晃ない。

　12　Bayan　Cm（g＞szang－i　buzurg一図で名高いBa’ariR族の僚顔。　C∫．　Cleaves　1956：

185－3030

　13　MNZY　va　Nフ＞KYAS／Ham．，　Par．：M：YRY　va　BYKTAS／Manzi　va　Nanferyas＞m．

漁痂f，Nangγiyas周知のように喋史sでManzfは漢子，即ち北ChiRa　Ai民の，

NanklykSはモンゴル人の，それぞれ南方Chinaおよびその下民に対する呼び名とされ，

skr．　MahecXnaという古くからのインド平等での呼称に由来するMa6rnと同義とされる

［」7S　95／1－2．　Cf．　Pelliot　1913：460－466，　Polo王　：274－275，　Cleaves　1956：226－227

n．252］。Nanklyasは1305年Hiflegti－u韮us君主Ol｝e三tttのPhil三ppe　le　Be圭に宛てたウイ

グル文字蒙古文による圏書の中にNangγiyasと綴られる［Lettres：55，73－74，　planche

IX，　X］。なお『集解sでモンゴル人本来の言い方とされた！％πgγ加εは，鳥珠留若干単

声と称した第18代飼船脚干（B℃．　8　一13AD．）の本名「開知牙斯」と極めて近似する。彼

は呼韓邪の子で王葬時代に「葬，申國の巴に平ぐも唯だ四夷のみ未だ異なる有らざるを

念い，乃ち使者を遣わして黄金・幣駐を齎らしめ，重く葡奴の単干に回し，書を上まつ

ら使めて雷えらく抄くならく中国は二名を識すと。故に名，嚢知野斯を今，名，知に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へし　　ヘ　　へ
更む。聖制を慕い従えばなり＄と」と下風の名に変えたという膜霧99．1四葬伝．tl。岡94

ド葡奴伝下にも同趣旨の文が載る。彼の子は鳥鵜牙斯，または王昭君所生の宋弟は伊野知

牙師といい，三人の語尾は明らかに共通する1。元代でのNaRgyiyas，あるいは一daiを

つけた爾丁台，嚢家台，嚢家　，嚢撫　等との近似は驚くばかりである。

　　ΩWNΩWLTW／Ham．ΩWNgWRTW，　Par．ΩWNΩWLTW／2anqtzltn＞m．（20ng－

9iltu　or（eongqurtu　2窪地，谷聞の意か。地名特定できず。

　　ALA　YYTAΩ／Ham．　ALAYTAΩ，　Par、　WALA－BPTAΩ（B，Pはrasmの意）／

Alayi－thq＞君Z厩吻2　S・P両本とも二字分のYのrasmが晃える。　alaiは行列，葬列，

パレード，戦列，軍隊［Zenker　：85，　Radloff　1：353－354］。もしAla－taq（斑色の山）

の誤記ならば，大アルメニア王の避暑地で歴代Hiflegif・ulus　＃主の夏営地となった西北

イランVan湖近くの有名なAla－t2g［Cleaves　1949：404，本田1976：8HO8］はもと
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より異地としても，後世のSaj’ara－yi　TurkにEse盛一buqaあるいはTuγluq一毛emUrの支配

地としてKa亀ar，　Yttrkand，　Uigaristan（ないしMugulist：n）とともに挙がるAla－tag

［Desmaisons，　text　155，157，　traduction　165，166］　や　『西域同文志』4，14b－15a，　天出口ヒ

路準腐爾部所属諸山に見える（蒙）Alaγ一aγulaが考えられるが（現今Ili周辺に少なくと

も三箇処の有名なAla－tauがある），別名とせざるをえない。　Alai　rangeはもとより不

適当。「秘史』8／2a，§198，7308；8／4a，§198，7322；続隻／36b，§257，10533に言える三

重来Arai山名を「舌」のない阿＊i　Alaiと読めば，前2箇処では明らかにAltai山南に位置

するので，候補となる。或いは〈世績碑〉に「（大徳元年，二三児）還りて丁丁河に次す。

李伯抜都の軍と相い遇う。李丁丁都なる者は海都Qaiduの遣わして八二ba　hrinを援け

しめる所の者なり。阿雷の上に山有り。甚だ高し。享伯これに陣すjと見える阿雷

’Alai河のほとりの高山も可能性がある。示教を乞う。

　　STR登AGWL／Paτ．　STRH　O奮ul／Satra・　uiptl＞Sadra－ayul『集史s　Caγatai紀に

次回のJJKTWの三子の一人（おそらく長子）としてSADYA［J『7S　170a］，　SAD　yR

［」7La　11a］と見え，　Blochetは苦しんでSADBANと創作し［Blochet：161］，　Boyle

はそれに拠りS臆dbaaと読む［Boyle2：137］。しかし3π励12三aにSATRA，　S’DR・’と

明認され，Mu　‘izx　P　35bも踏襲してSATRAと綴る。本書と一致するSatra～　Satraが適

嶺だろう。」7Sの綴字の状態はSADRAの誤記である可能性を十分に感じさせる。

Satra～　Satra＞Sadraはchessの意のm．sitar－a＜Pers．　Satarang，　S．　catur－aRga［LessiBg

：720a］か。『元史諺19，大徳元（1297）年7月辛未の「沙禿而」，岡21，大徳10（1306）年正

月丙寅の「沙子而」と旧名岡人である可能性もある。なお勘励は喋史諺と岡三，彼の

代で記述が終わるが，Mu　‘izzになると非常に多くの子孫が列挙され，本事件以降も中

央アジアで彼の系統が繁栄したことが窺える。

　　刀KTW／Ham．∫JKTW，　Par．　HGKTW／Jf操魏＞Ceuegth　Caγataiの庶子Mo6i－

yebeの子。」7SではCaγatai紀の本文・附系図［17ea，17玉b］とも7番園に書かれる。

Blochet，　Boyleが第9子とするのは，」殆の本文には莞えず，附系園でIO　・ll番劇に

初めて現われるBWK　BWΩA／Bag一　buqaとNWMΩWLY／Nom－quli’が∬La以降の写

本で次第に本文の中に繰り込まれてしまった結果である。翫励121aも」箆附系図と

下様。ただしM漉購P35bは6番目に？Vom－quh“，9番目にBtig－bttqaを入れるが，

（）eiegttzの1頂番は変らない。特にBloche乞刊本は14世紀書写とされるLa，837／1433奪

書写のL両本を参照しながらも，最も旧く最も改文の多い16世紀書写とされるP本

（Blochet自身は14世紀と考えた）を重視した。5ぬ撮21aは「このJJKTWはSCKTW
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／8瞬g醒とも呼ばれた」と傍注し，Mu　‘ixzも踏襲する。〈世績碑〉に「（大徳〉二（1298）

年，北辺の諸王都睦Z）ぬ・徹徹禿等，潜師して急に至り，我が火児瞼禿の地を襲う」

と見えるCeiegtitは，少なくとも現在知られている史料では当隣Du’a鷹下に岡名の別

の諸王が存在した形跡はないので，彼である可能性が高い。

　15　JWBAY．　／Ham．　CWPAN，　P　ar．　Gifbtii／Jitbai一一　Cabai＞Citbei　Hambli　ea　Hniegg－

ulusの権di　AmTr　Copanに引きづられた結果。岡様のことが野史＄刊本にもある。

Qubilaiの挙兵と政権奪取の混乱期，　Ariγ一bokeを裏切って，　Caγatai－ulusを再興した

Alγuの次子。漢文文献では出伯・批伯・耽白。詩界3（1326）駕に三州酒泉の西南の石

窟群から成る文殊山の霊場をCl」beiの嫡孫で当主のNom－da3　taystが改修した紀念の漢

維含壁碑〈重修文殊寺碑〉では主罷13），CWB’Y／Citbei［漢文10行目，ウイグル文7行Q。

ウイグル文字二字目は歌世民・馬歯璽下等影では不明確。歌の転写cubayはWと読ん

でいる。Cf．臥・張：257，末尾午下］。　Marco　Poloに後掲の兄ΩabanとΩubilai辺境兄

弟王として登場しPeiliotまで長く疑問だったことでも有名［Cf、　Polo王：262－263，

Chapitre　CVa：92－93，杉山1982，19831。

　　NMGWLY／Ham．　LMGWLY，　Par．　LMGWLY／Num－9hh＞Arom－qult本書で見

える他の出処〔S152a／16，25，　P　26b／6，19］でもS・P両本とも語頭はしだが，内

容からNとする。Cabeiの後継者。　f集史』Caγatai紀NWM一ΩWLY［S　170a，171b］，

Mu‘izx　P　37b　NWM一ΩLYはともに15子の5番葭。磁励122a　NWM一ΩWLYは6番霞。

漢文文献では南下里・納忽里・哺斜里・南木忽里・那木忽里。〈重修文殊寺碑〉では哺

忽里，No蹄q面［ウイグル文は拓影では判読しにくい。歌・張1986二257，263］。　Cfa

Chapitre　Cva　：　93．

　　BYANTAS／βπy伽庸＞Buyan一　daY　J7S　170aではBWYWN－TAS，171bの附系

図ではBYAN－TASで，いずれもC曲ei　15子の6番園。　Blochet刊本のBWTWN－TAS

［Blochet：176］，　Boy｝eのNom－Dash［Boyle2：144］，登ambisのBatu．nomta§［　Chapitre

C泌：62］は誤り。3ぬ6122aはBWYAN－TAS，　BWY’Nぼ’Sで5番目。　Mu‘ixz　P　37b

は8番目に置き，BWYALNA－TASという特殊な形で綴られるが，　Mu　‘ixx　L　38bは順

13＞王986年訪中旅行の途次，偶然に恵まれて本碑漢文拓片を瞥見し得た。ウイグル文字は晃られ

　なかった。歌・張では「主［伯］」とするが［263］，筆者には［罷］の上辺・右辺の残部が見え，

　『朧右金石鍮の「龍」字のみから正解をその3年前に筆者に教示された佐藤長の慧眼にあらた

　めて驚いた。cf．杉山1983：694　n．1．
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番は変わらず，rasmのみだがBW　YA，ZVTASと読める形。　Mu‘izz　Pの綴字中聞の要素

LNAはNの語尾形を見誤ったためだろう。管晃の限り，漢文文献に彼の名を兇つけな

い。’

　　KWN∫AK／1動η」〃々＞」ζδ漉g　喋史』，5ぬうに見えず，　Mu‘izz　P　37aで初めて

Alγuの長子9abanの三子のうち最初に現われる。漢文文献では寛徹。　C£杉山1982。

　　ΩBAN／Ham．ΩYAN，　Par．Ωapan／9aban　喋史2ではgABAN［」7’S　170a，

171b］，ΩBAN｛203bl。5μ励122a：ΩABAN，　Q’B’N。　Mu　‘izz　P　37a：ΩBAN。漢文文献

では合班，恰班。Cf；Polo　I：262－263，杉山1982。

　16SYK：JW／Ham．　SYX耳W，　Par．　SYK耳W／Sifl一勉〉磁g・灘粛州。管見の限り，『野

史xでは6inggis紀の西夏攻撃に関してsJw／3面醗s　115b／7］と絶えるのみ。10世

紀の飾ぬ4〃躍劒ではSWK∫WとS耳JWの両様が門地として別箇に挙げられ

［Minorsky：85，232］，11世紀のGarchzτでは17世紀書写のCambrige大学所蔵写本によ

るとSY4JWと読み取れる［Martinez：197，　L　1／12。なおMartiRez自身がSax一（弛π

（137／7－8）とするのは誤読］。一方，やや時代が降る耳盗f珍iAbrif，　Z狛ぬ‘必Tavariil

からの抜粋によるSah－r晦の遣明使節旅行記では三箇処ともSKCW／Sukia［Maitra：

15，17，33］。本図記事のSYKJWはGarcthzzの綴字に近い。岡時代の蒙古文・ウイグル

文での粛州の例を瞥見すると，敦爆莫高窟144窟（Pel圭iot　N。．6＞に残る粛州から来た巡

礼者たちが至治3（1323）年に墨書したウイグル文字蒙古文による落書き5行鼠には

SWYKCW／Sitg－on　｛PTH　1　’　：　planclte　12，　Kotw｝cz　：　240－247，　Monuments　．1？reclassiques

：33］，泰定3（1326）年の立石〈重修文殊毒碑〉ではウ4グル碑面13行霞にやや鮮明さを

欠くもののS（W）YKCW／3嬉盈［歌・張1986：258，末尾平門］，至正21（1361）年に酒

泉東門に立石されたく大元船州路也可達魯花野世襲之碑〉の3・11・12・18行圏に

翻g．灘［歌：466－447。附載の拓影では全く判読不能］，撃高窟217窟（Pelliot　No．70）

に残るウイグル文字とパスパ文字によるウイグル語一文ではSWYKCW－B’LYΩ／Sttk

湿δα勿IKara：56，58。転写はKaraのまま。以上Cf．森安1983：225－226］。本処の綴字

はSwYK：JW／Sitg－Utiの意だろう。

　17　AYML耳WAJH／Z漉随η吻＞Emil－bvaja　喋史壽S171a，5π励120aに列挙され

るDu’a　10子の中には見えず，　Mu‘ixz　P　32bで初めてDu’aの21子の15番罵に現われ，

かつTWgLΩTYMWR／Tuqlorq－temtirの父とされる。　Tuγ1uγ一temurの父とするのは

Sami，Ya2zkも下様［　Tauer：13／28，　Yazdi：81b／16］。

　20BARS　KWL／Bars－Kbl現今のBarkul巴里坤（除薩克自治県となっている）。
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〈貰公神道碑〉［道園学古録17／8b－9a，類稿40／29a］に「至大二（1309）年，上（・

Qaigan）大いに北方軍に餐す。内府の金配を出すこと鍾万。使を択ぶに，将に指すに公

の典故に明摂し，軍中の事宜を知り，新た能く心を溺い，労倹を悌からず，任ずるに足

る者有るを以て，露りて遼陽行省野営に命じてこれと借に軍中に即き，太師中野野牛

1）漉伽と定議してこれに給せしむ。公，相図（（20πの90プz槻の北，金出・充海

Qangγai　’八児思闊響町を偏糊し，響町均しく布せられ，人情胃な悦び，辞声を異とす

る無く，名は北境に濫る。守辺の諸侯王，其の廉慎なるに平し，累章して以聞す」と見

える八児思閣はBars－k61であり，そこにいうΩaigan　ee代の北・西両諏の駐屯元押の状

況は本丁記事と軌を一一にする。なお「元史215，下元25（1288）年正県門卯の「八立網」は

Barku｝に近い表記。　Cf．　PoZo：83－86。

　21BLARGY／Bularyi　玩史』135丁丁伝によれば，次掲のQangl￥族の明安Ming・

割くMingγanの次子は柳蘭雲　Bztlarqi～Bularyiといい，昭武大将軍（正三品の・中衛親

軍都指揮使から銀青笹禄大夫（正一品）・大尉に至ったという。翻って，玩史＄本紀よ

り享蘭婁の記事を捜すと，〈A）22，大徳11（1307）6月f戊申，特に馬乗卿の学蘭婁・床兀

児σ072g廿に授けて並びに平章政事たらしむ」，（B）同7年「壬申，御史大夫鉄古平児

Tegnder・中書略章政事床兀児σoηg伽・枢密副使蒙平野に命じて即位を以て紙んで太廟

に謝せしむ」，（C＞26，延祐4（1317）年7月壬午「特…に中衛親軍勢指揮使牽蘭i蘂に太尉を解

く」，（D）27，至治元（1321）年7月「癸未，太尉興野婁を封じて和国公と為す」，（E）37，至順

3（1332＞年8月「乙卵，燕鉄木型El一　temtZr，中宮の旨を奉じて鮒馬也不干Ebtigenの子

歓戚晧赤・太尉李蘭学・句容郡■答隣as　ee“　Darindari　’愈一町蘇Sδ5♂・・等に金銀・甲州

を賜いて差響り」と五箇処に兇える（旧史133李蘭三寸は別人）。以上の「元史A本紀に

おいて武宗Ωaigan以降，　E1－temifr　ee権晴代まで軍事申枢にあったように窺知される李

回暦が，国処記事によって仁：宗Ayurbarwaδa疇代に実際に野辺軍団長として最前線に

おり，しかも明安伝によれば父MingγanはQubilai　wy代より西面Be蓉・bahq方面最前線

にいて大徳7（1303）年に戦死したというから，その後の前線指揮は貴赤g嬢～gδ親軍都

指揮使司達魯花町ぬ駕γα顔のち万戸）となった長子の帖認台Tegeteiではなく，次子の

Bula頃がおそらく引き継いで本事件まで10奪聞駐屯し続けていたことになる。さらに

本門記事に北面最前線軍弾琴として見えるCongγurが即位前のΩaiganとともに以前か

ら西モンゴリアに進駐していたことから考え，CongγurとMingγan・Bu正arγi父子は

北・西両面金元軍國の前線に盗初から並び立つ存在であり，それがΩal首an即位時にお

ける殊遇（AXB）となったこと，またBularyiのgめ喫gδ軍団とCongyurの鯵p6ag軍門と
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は，本来自身の手勢を豊富にはもたなかったと推測される9ttbilaiが長期にわたって熱

心に作りあげた元帝直属の親兵部隊（近代概念でいう常備es　Standing　A　rmyに相当する

か否かは今後徹底検討されるべきであろう）のうちでも遊牧戦闘力として意味をもつ稀

少な存在であり（元史等の漢文文献の表面にE立つ漢人・南人兵団はおおむね実は屯

田・兵靖胴人員で内陸アジア地域での戦闘には立てない），そのため両軍団とも対

Nayan，対Ωadaγan，対gaidu・Du’a，さらにこの対Esen－buqaと，大元ウルスの命

運にかかわる主要戦役には必ず投入され，その結果として勉pこaq軍団系だけでなく，

Bularγiもまた次第に政治地位を高め（C）・（D），遂にはEl－temifrがΩaiganに遺児政権を

樹立した時，Bularγ三もその政権の要員として参加していたらしいこと（E），以上の諸点

が判明する。これらの手掛りを与えてくれる本処記事は大元ウルス内部政局の考証にも

有益な情報といえる。なお，bular｝・iは，遺失物の意［Polo　I：112－114，本田1982：

365－375］，漢文文献に屍える術語「李蘭婁」の読み・意味もこれにより有力な一三を得る。

　　KyWKJY　MY！眠GANKI／GdytigcVi　Mingγan　こ．の人物はMarco　Poloの記述と玩

史渥が完全に～致する例として非常に名高い［Polo　I：66，572－573，匪：778－779］。

思置伝によれば，Mingγanは至元22（1285）年，蒙古軍八千を領して別失八刺平門B雄

balaqasu（m．　balyasu（n）は当時のパスパ字蒙古文碑でもbalaqad（pL）と表わす。　Cf．

MonumentS　’Phags－Pa諸処）＞Be9－bal“tqに至り，Ωaidu軍と連年交戦した。その派遣は

おそらく至元22（1285）年Caγatai系AiigiのΩara－qoこ。戦失敗（〈世勲碑〉の至元十二卑

は二十二年〉後，代行したBayanに岡行したもので，現地でCtibeiに従ったのだろう。

Mingγaaが率いた貴二三鈎g涜軍団は，元来「民の蕩志して居を離れ，及び僧道・漏籍

の諸色人の差揺に当たらざる者，万余人」［明安伝］から成る毛色の変わった諸学混成部

隊で，出身からは必ずしも遊牧轡師顧とはいえないが，平時は早脚・健脚者g勿496の

名の如く，特技を生かして猟犬の飼育管理にあたり［Marco　Polo；Benedetto：86］，結果

として機動性に富む特殊調練部隊であったと思われる。『通制条格s28／1ib－12a，竹下

28（1291）奪1圭月22日，藻河以西地区の狩猟に関して御史台が貴赤明安GtiytgJi　Ming’an

と合議しているのは，解顕g漉が狩猟関係であった証拠となる。また幽錘妙集翅の居処

がおそらく灘河以西の元肥直属の夏営地（いわゆる金蓮川を中心とする地区）の内に設

定されていたことも窺知される。ここに示されるΩanghと元帝の狩猟関係者の二つの

要素から注意すべきなのは，Ω蝕gh王族出身で元粥直属のsibcryubl（鷹匠）集団の長で

あった阿沙不re　Aga－buqaである。彼はR諭dによれば元帝の主要町営地の1つであっ

たという野狐嶺（HW1＞KAN　DBAN／flnnagan－daban＞Hitnegen一　da　ban　一一～7negen－dOban．
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」7S：95a／22－23）附近の桃由一帯に昔宝赤5吻γ罐集団專用の牧地を構え，牧地内に

鷹食提供矯の三千の民戸を存置するなど，Ωub三laiの膝下で確乎たる基盤を築き，

Qubila呈末年にAltai手懸遠征に出た皇孫Temifrに配属・従軍したまま遠征帰還部隊の

軍事力を背景に樹立された一宗TemUr政権の一翼を担うことになった。　TemUr崩後の

致争ではDarmabala＜skr．　Dharmapxlaの寡婦Dag圭とその愛児Ayurbarwadaに一旦，

大都を掌握させる側に回ったが，両者の実子・実兄であるΩaiganがモンゴル本土諸王

の支援を背景に北・西両面軍団を率いて進撃してくると，Ωaigan自身の指名もあって

直接会談し，両勢力の附合を実現せしめた。Ωaigan時代には平章政事に再錘され，康

国公（ΩaRglk’に因む）にも封ぜられ，おそらくそのSibayuti軍団が昇格して9anglr族

軍団の意で広武四日侍衛親軍都指揮野司と漢称され，本事件に先立つ5奪前の至大2
　　　　　　　N　　　N
（1309）年に死制した［〈勅賜田里氏先回碑〉金華黄先生文集28／1，元史136阿沙野花伝】。

Marco　Poloによれば，対Nayan戦の主力はsibaγuti軍団であった。この蕊a－buqa三下

sibayuti軍団とMilt97an　’Bula寧父子鷹下のgめ聯gぎf軍団との関係がどうであったか直

接書及する記事をまだ見つけていないが，猟犬係の後者は鷹匠たる前者の組下にあって

隅じく灘河以西に居処を置き，平蒔は元膏への狩猟奉仕を分担していたのだろう。礫河

以東の武平路に居処するΩTPこaq軍団が黒馬乳の作製を平蒔職掌として平字赤岬r磁と

呼ばれたこととあわぜ4｝，この三つの本来は下級の，しかし元帝直属の特殊職掌部隊は

類似のパターンで上昇し，結局大元ウルス後半期の中央政周を左右・掌握することにな

る。なおMarco　PoloにMingγanの兄弟として見えるBayaRについてPeliiotは，『笹

野thΩubilai紀の北・西面の辺将を列挙した中に兇える綴字判読の困難な「BABAN

KWBWKIJYの子㎜YADAY」［」7’S　208a／24］を「BayaR　gifyUk6三の子Nanglyadal」と

読み（Blochet：501に拠るBayle2：286がNaya臓Kay憾chiとするのは根拠に乏しい），患

子とされたNangiyadaiを「町史tl　131に伝のあるNal芝nan族の有力武将嚢加ダ　Nang一

γlyadoiにあて，伝にいうその父の名「麻察」とBayanが合致しないことに苦慮する

［Polo　I：66］。考証前半は賛成でき，今後「集史』Nangγiyadaiの考証・下定に成功す

れば，MarCO　PolO，「元町mおよび本書のみならず，「集史』までが連関することになる。

　23TWBWT／Ham．　TWBWS，　Par．　Tubat／7励δ4～7励6∂’～乃ρ謝　Tibetのこと。

14）明代内蒙古諸部落には元代の職掌を集獺名称として採った場合が幾例かある。旧劇慎

　Ωara6in，錫｛白沁Sibaγu6inは，明らかにqaratii，　sibayuviに由来する。ただし，これは名称上

　の一致であり，系譜上の現実を伴なったかどうか確実な文献立証を果たした例を聞かない。
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イスラム文献では通常TBTと綴られ［ex．　JCIS　20Sa／28］，従来Tubbat／Tibbat／

Tttbbitと読んでいたが［　Yule2：917－9i8］，ここでの形はΩara－balyasun碑文ソグド文

の7ψ物‘，OrqQn碑文その他のTbptit［cf．森安1987：4＆651，あるいは嚇史謡の脱

学都as　Tbbodod西番毎（pl．）［続王，§260，10730］等と同系列の，明らかにW／6，　tiを含

んだ発音を指示する。本書におけるTurco－Mongolianの単語の綴字は，匿野史」以上に

Turco－Mongolianの発音ないしはウイグル文字表記と相応する形で書かれており，文

章の獲雑・晦渋と対極の特徴である。

　　JATAY／P．JANTAY，　Ham．∫ANτAY，　Par．　Gan伽／Cdtai＞σα滋厩～S本の綴字

の中にP本が明示するNがあるかどうか（あってもrasm），手許の写真では判然とし

ない。今はかりにCayataiの変異形と晃てCataiとするが定案でない。

　　MCWLT．　AY．　9WWYN－SAy／Xam．　MGWLT．　AY　9WDYN－gAR，　Par．　Mughltxi

DifdTnga’／Mugnltni　Daain－Yai＞Mugnltai’w　Mongγoltai一　dubns”ai　S本ではDWWYN－SAy

のうち三字騒のWがDと弁別しがたい。P本はDに写し，　Hamblf　’Parvislはそれに

従う。しかし，WYNSAyは明らかに既述のδnYai「元帥」であり，　DWは「都」の転写に

相違ない［cf．　Doerfer　M，207］から，「都元帥」の意。漢文文献で近似の名をもつ10人ほど

を消去法で処理すると，（A）el立占赤s　2，至元10（1273）年6月「十八日，兵刑部侍郎伯荒

Bα加奏すらく，（乞or可）失明児照5加～1ζf∫gαr　or　1藪5加～磁5舷r＞1縛帯or・野饗’Odon

＞登ota賑の地，玉を産す。…省距，巳に擬して本処の官，忙：古鵤抜都児をして際物の内

より脚償を支して運来せしむ」，（B）「元史』133．旦只児伝「（至元）ナ九（i282）年，諸王

瞼班2aban・元帥忙古帯の軍に従いて斡端’Odonに至り，平鋼兀慶＊切μγ等と戦い，こ

れに勝つ」，（C＞『大元馬政記蓋8a「（押元）二十（1283）年正月四日，丞桐火魯習癖Har－

qasun奏すらく，忙兀鮒州都の軍二千人，人ごとに馬三匹を給す…！，（D）玩史s　12，衿

元20隼3月「辛爾，諸勢含班・弟の忙古言の飯部の軍士の戦功に銀紗・導引・衣服を賞

すること各おの差有り」，㈲隅黛置月興起ヂ忙附帯，蒙古・漢軍を増して辺を戌らんこ

とを請う。これに従う」，（F）岡岬11月「己卯，諸王平町Cabei・蒙古帯等の請に従い，也

禿三等に銀紗を賞して以て戦功を施す」，（G）ma　22（1285）年「諸王阿只吉莇霧・合華年

9arlay・忙兀帯・宋忽児Songqul・阿沙AYa・合丹（2αぬるπ・別合刺Bei－qara　ee及び官芦

の河西に散居する者に撃発債紗三万七千七百五ナ七錠・布四千匹・絹二千匹を賜う」，

（H＞同24，挙挙2（1313）年7月「丁台，諸王火聖賢迷写varaxm・脱歓Toγan・南忽璽

Nom，quh’・鮒馬蝉野臥に金二Kipm・銀一千二百両・紗一千六百錠・幣絹を賜い，各おの

差有り」と，以上七箇処が残る。人名表記上，忙古鱒・忙古年・忙兀帯の形はMangγu一
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taiを表わし，蒙rk　ag　Mongγoltaiと異なるように考えがちだが，実際には蒙と忙は互用

される〔ex．也速忙可一也速蒙認。耶律禿花の曽孫忙古帯は「Jlli史Aで蒙古　，忙古ダと書

かれ，y元：字類s　41，経世大典序録，政典総序，征伐，建都では蒙古台3。（AXc），（8XDXF＞は少な

くともそれぞれ岡一人物であろう。内容上，（D＞の「諸王合班・弟の忙古製」は奇異だが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
（BXF）との明白な連関から，「諸王合班・弟尤伯・忙古町」の脱文か，或いは「弟」は（H）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、
「鮒馬」の意か。（GXH）は（BXDXF）に近い。地理上は（E）が不明なほかは残りはすべて河西関連

と発られ，うち（AXB）は同地である。時間上は（H）が離れる。以上すべてが岡一人である可

能性も存する。区処のMug磁ta了都元帥とは，地理上の近似，　C曲d家との連関の示唆

だけでなく，（B）「元帥忙古帯」からも接点が得られる。喋史＄　Abaqa紀に「その時，

Mu蝉圭t…∬という名のものがΩ御より遣わされたTttrkistanの挿管αであった。　Baraq

はその地位に坐わるようAmrr　Bekmigを派遺した。　Mttgalt　￥はΩ翫陛下の許に赴き

事態を上奏した。Ωaaは大A厭rのΩORi6iという名のものをBekmigを殺害し，　Sailna

の職に鋸えるために派窪した。Baraqは一人のamlrを3万人とともにその駆逐のため

に進ませた。Ωoni6iは敵しえぬことがわかったため，9itaTに帰還した。　Baraqの軍隊

はUutanを劫略した」［」7S　243a／29－243b／3，　cf．劉1985：47，54］と見えるM：ug嚢L

騰＞Mongγoltaiが，暮otan～‘OdoBとの関係から，上記の少なくとも（AXBXcXDXF）（（G）・

（H）も？）と同一人物である可能性はナ分にある。

l
l

　歴史上，本処記事から以下ふたつの点が引きだせる。ng　1は，従来ほとんど不明とせ

ざるをえなかった1300年代と1310奪代のAltai以西における元側の情況について，僅か

ではあるが確実な手掛りをえたことである。Ωaidu晩年の対日戦場はAltal一Ωangγai間

にあった。それは，岡方面にあるAriγ一も6ke旧領の大半を継承したMelig．temljrが，

1296年置兄のYobuqurとM6ngkeの孫Uius－buqa，およびAriγ一bdke旧臣で一時期

Qubilaiの重臣ともなっていたDordaqa～Dorduqa（」7S　21a／24－20：TWRTAQA，

」『：IS　217a／25，217b／6：DRDΩH，3％励132b／136b：TWRTAΩA，朶児朶懐・朶魯

朶海・朶而朶海・朶児朶海・朶児膝掛・朶児答給）がΩubiiai死表に安心して乾瓢

Temitrに降附したのちも，依然Qaidu・Du’a陣営にとどまったからである。その結果，

Ωaiduのモンゴル本土攻撃は可能となった。1301年Ωa三duの菟去後，後継と期待された

Orosではなく，　Caparを推してOg6dei諸派の分裂を導いたDu’aは東西講和を主導し

つつ元帝と結んだ。本書によれば，704／1304－05に「彼（＝＝　Capar）の駆遂のため，
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（D媛’a）はΩaaから助力と恩寵を求めた。　Toγa6i丞損とC面eiの子LMGWLY／Nom－

g誠YABGR－bahadurはIO万入隊の勇敢な兵士とともにCWL／iδ1を越えて，　Du’aと

合するよう命令（famman）が漏せられた」［S　152a／15－17，　P26b／4－7］，「Toγa6iと

Du’aの叔父の子であるLMGWLY／IVom－eu12’は，　Du’aと合すると，増大した諸軍と一

緒にCaparを追跡し，諸方から進んで彼を求めた」［S　i52a／25－i52b／2，　P　26b／

18－27a／2］と，元軍とDu’aとの協同作戦によるCapar追討が明記される。　Toγa6丞

楊は本処記事でも元北面軍の主将，Nom－quh’は同様に元西面軍の主将である。

YABGR－bahadurはいま成案がない。北・西溝面の主将が越えた661は『靖赤sの「西

面煩骨接界地」「川地東西両界」［5，皇慶元（1312），X：1，18］「彼方川石の地」［6，延祐

元（1314），VI，23］f西辺川地」［同士，18］におそらく相当する。　Caparは菓・南からの

両元軍，西からのDu’a軍の三方から包囲されたことになる。この直後，　Du’aはIli河

谷上流のCaγa£al家歴世のQYAS／Ωu頭s草漂に大クリルタイq駁rl骸y－i　buzurgを挙

行してCaparを廃す［S　153a／16～，　P　27b／19～］。　Caparの失墜とDu’aの制覇は

Du’a単独の力によるのではなく，元軍との合作の産物であった。一ヒ記記事が本書にお

けるT◎ya6i・Nom－quk’の初出である。この間，　Altai方面元込の総潤鴨宮Ωai§aaは

A｝tai地区に駐営を続げ5｝，1306無にIrti9方面へ出た。91元史跡2，武宗本紀冒頭は手際

よく概述する。

　　（大徳）十（1306）年七月，脱忽思圏瞭To4u2＋÷＋の地より野台ゑZ嬬山を鍮え，叛王

　　斡四聖Oros　e追いて其の妻學・輻重を獲，叛王也孫里桜Y6切継。ゐ等及び鮒馬伯

　　顔　Bayanを執う。八月，也里的失Erdigの地に至る。諸降王禿満Tuman一一　Timen　’

　　明里鉄平児Melig一　temitr・阿魯灰Alyui　eeの降るを受く。個癖2aiduの子の察八児

　　（】aPar，都響Dぬ～Dπ初αの部へ逃ぐ。尽く其の家属・営膿を俘獲す。傘台山に駐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とも
　　要す。降王禿曲滅Tbgne，復た叛す。与に戦いこれを敗る。北辺，悉く平ぐ。十一

　　年春，成宗の崩ずるを聞く。三月，一台山より和林（Qara一）eorumに至る。諸王・

15）Ωaiganの営地については，　Pe藩otが読んだユ305（乙巳，大徳9）年10月18B　JIramutaより

　Tibetに嵐されたパスパ字蒙吉文の令冒俵g6＞文書［Pelliot　1949：621－624，　Monuments’Pags－

　pa：38－42］と馬盤渉（丙午，大徳10（1306）年，即ちIrti9戦役の蒋）7月21霞「把不厘毛」＊Babu－

　4ana？より山西露出に旗された蒙古語塵訳体白話漢：文の令旨碑［S－Ll右石刻叢編30／6a一　7　a，察

　美彪・元代白話碑集録には著録されていないpcf．入矢義高，票美彪氏編「Sii代白話碑集録」を

　読む，『東方学報盛26，ig56，225．］のふたつの現物が残る。忌地ともいま成案がない。
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　　勲戚，畢く会す。

CaparとOros　IEk，　59asi（一R　or　一daDの子Ωaiduの子，　T6gmeは℃uyugの長子耳v護la－

oγulの長子［翫励124b］，　TuinaBは7Meligの長子［磁励127bl，　AIYuiは3GG6uの

長子Siremifnの子BQlad6押の子［自励125bl，　Yesifn－to’aはMelig－temifrの第3子

［JTS　2i4a／13，34励137b］か或いは6Ωada’anの子の也孫脱［元史107宗室世系表。

諏励127aには論えない］。　Meligtemifrの長子M㎜ΩAN／Mingγan［」7S　214a／

13］は本書にて25，豆，708／14，職，1308にH茸legu．ulusに投じたことが知られるものの

［S171a／21－22，229a／7，　P　55b／17，140b／10］，他子は全く不明であり，武宗紀は各

系の代表薯を列挙していることから，後者か〈人名左肩の数字はOg6dei諸子の順番〉。

Og6dei7子のうち，4Ωara6ar系は嗣子なく絶え，実質6系のうち17｝，2Kddenの系統だけは

Mdngke・Qubilaiに与して涼州永々を本拠にTangγud河西地方に別の集鑓を維持した。

残る西方Og6dei旧領方面の5溢すべてがたたかれたことになる。Ωaidu階代，Ωaidu

自身はTalas－Sayra雪間に駐約し，　Du’aはIli河谷を本拠としたと晃られる。　Du’a領

とMe｝ig－teml」r領の間にQaidu家を除くOg6dei　4系の居処が集中し（Em三1一ΩQbuγは

Gifyifg系，lrti9はMe圭ig系），Du’aによりTa圭as地区を失なったCapar・Orosも来てい

た。このOg6dei家歴世所領への寒椿の金面侵攻とOgodei諸派の降伏が一過性ではな

かったことは，立処記事によって確実となる。〈世態禰〈紀績碑〉が述べるように，

CongγurはΩai首aR軍鐡の先鋒部隊長であった。その彼が，武宗紀にいう至τ飴戦役より

すでに7・8年経過した1313／14年にも依然◎g6dei領方面に屯召しつづけている。上

掲両碑では，COIt9γurは1307年成宗死芸に東還するg2aiganに従い，武力即位に成功す

ると，すぐに任地に戻った。Toγa6iもまた前述704／1304－05のCapar挾撃作戦のあと

も本処記事のΩobuγ一lrtig　？（後掲記事では彼のa自rUq《兵靖》はErd捲にある）に駐屯を

つづけたと見られる。本内記事のCongyurの営地が比定できないのは残念である。しか

し副将のCo聡gγurがToγa6iの後方にいるとは考えにくい。ToγaeiがMelig系・G醇麺g

16）5μ励125bにはAlγui4兄弟について，　AlyuiとΩoni6iに「Ωaiduのもとにいたが今はMelig－

　temUrとともにΩanのもとに赴いた」と膏油があり，Ωadaiには「Ωanのもとにいた（いるの

　誤記？）」，Sadurに「9anのもとにいる」と傍注がある。　Mu‘izz　P　41bは，最後：のSndanにつ

　いて「Ωubilai－qa’anのもとにいる」と少し手を入れ，他は同文。

17）　『元愛」95，食貨3，二二の条では，Ogode圭一門に与えられる年額賜与が均しく6等分されて

　いる。
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系の本拠を糊狂し，おそらくCongγurはさらに前方にあったのだろう。そして両者の兵

数を単純合計すると，17万というやや信じがたい大兵鴎による軍事制圧であった。いわ

ゆるOgodei－ulusと呼びうる政治結束は，まさにそれこそによって終に隅方面から消え

たのである。ΩaibK　an　一一　Ayurbarwada時代に元帝のもとCinggis一一族の融稲・合一が東西

諸文献で唱われる背後には，舌頭直属軍団の長期にわたる大規模な旧09ddei領進駐が

あった。以後，Ogodei諸系は，Alγuiが代表する3Gti6u系は嚢寧王，Tumanが代表する7

Melig系は陽翠王，5Capar系は汝寧王と，いずれも河南に設定された投下領に因む題号

を代々授与され，2　Kdden系荊王などとともに大元ウルスの枠内で各系個別に把握され

る情況が固定する。この元北面軍団とCaγaξa拠lusの境界に関して注瞬される記事が

六六記事のやや後に，「Turkistan地方の果てにあるBWLAD／Boladの町のYσenaで

あったΩullUqはToγa6iのもとより（遣わされていたが），奇襲の企てに気づき，急い

でToγa6iのもとへ逃げ，彼にALANS？の悪魔たちの来襲について知らせた。　Toγa6i

はすぐに出立し，自分の兵帖（agrttq）の盧舎をARDS／Erdigの川より引具して夏蝉地

（yaylaq）SGRY／m．＆γ痂？（「掃里」，居処〉の山麓にで一その前にはKWLYATW／

m．Huliyatuという名の導音高い一河であり，水量多い一流が，貯え立つ一山の麓と石

の多い潤る場所をめぐって流れる一一1万の勇敢で手錬れの軍とともに敵の到蒼を待ち

構えた」［S224b／12－18，　P　134a／15－134b／3］と両軍金面開戦直前Boro一毛alaの主

患Bo至adも元側に属していだ8｝。既引の〈趙王先徳加封碑〉に丞相脱禾出帆都魯7砂α翻

bayaturが五百人の護衛をつけて達せしめたというKδrgisの町所「卜羅」Boladは，こ

のBoladであり，三期も上記記事とそう遠くない。　BoladはBarlの所領で名高い

Caγatai家ゆかりの町であった。　BoladよりIli河谷まではSayraln湖とTarki山口があ

るだけである。大元ウルス北面では，Caya£a圭一ulus軍の布陣線はIli河谷を出ていない

可能性が高い。開戦後，元北面軍が「CaγataiのultZsとura9のytrtである夏聖地

18）　『元史凄135徹里伝に「成宗の蒋，盗，博落網児の地に拠る。命じて兵を曳いてこれを討ち，

　三千盃入を獲，其の酋長を坐して還る」とあるのは，Temttr死査の薩前，9aiganの王rti営戦役

　直後の同地をいうのかもしれない。またBeriinのTM　214文書は数少ない中央アジア発見の蒙

　古語命令文書の一で，羊の年（eonin　b’1）にBerke－temtir（ないしはBig－temitr）が蒼したtige

　（凱言葉。Ωanの命令が勉1か，諸王以下はすべてtige）である。発令地がBo圭adであるため，

　従Ptl　Caγatai・ulus文書であるとされてきた［9．　Franke：7－i4，　llaenish：36，　Monuments　Pr6c－

　lassique：212－213］。しかし留頭は岬π・π勉1か加rの定型文言で，しかも始溢して始まり，か

　つ内容は王duγ一qud　LX下，　yu6ing（右丞），　so6ing（だ丞）等が続出する。再検討を要する。
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TLAS／Talasと冬営地AyS　NKWK／lsan－k　tzl＞Esen－kolj（BapToJlbAはIssik－kulとす

る［Semirecdy6：133］。即ちTM　94D　135蒙古語文書のlsig－feδ1。　cf．　ffaenish：33，1物灘

ments　Pr2classigues：224－225）［S　227a／15一・16，　P　138a／2－3］をすぐ癒すのも理解でき

る。不明なKuk－hasはIli河谷中の掌arki出口寄りに求めるべきだろう。或いは圭305年

前後，Dtt’aとの問にTarkiをもって元北面軍との境界とし，その東西を各自制圧する

協約が交わされていたのかもしれない。

　第2は，大元ウルス西面の誉粛・Uiguristan情勢に関する新椿報がえられることであ

る。とりわけ注騒されるのは，Cttbei　一一門が粛州から90mul　・Uiguristanまでをおさ

え，しかも12万という大軍団を擁していたことである。NQm－qul￥の子達om－da醗ays￥

（」7S　171bではNo瀞quhの子として枠は書かれながら，「知られていない」と傍注さ

れ，3ぬ6122bではNWM－TAS，　NWM－T’S／Ntzm一年＞Nom．daYと明記されるのは注目

される〉自身により粛州文殊由に〈重修文殊寺碑〉が立石されたのは，摂州地区がCifbei

宗家のyZtrtに相違なかったためであり，さらに同碑の中でNom－da9　taysrが「Cayatai

の位に坐すNom－da9　taysr／Caγaday　orun－inta　olurm’ig…」［歌・張：ウイグル文5行

昌，257］と自称するのは，本書に従えば7～10万を動員するEsen－buqa陣営以上の軍

事力を保卒していたからである。yヴァッサーフ史毒にはO圭Jei綴即位のさいに送られ

てきた史上名高い講和の使者たちは，Ωざanと13のtiTmaq，諸王ΩaiduのCaparと

Du’a，　Qoni6iとTRSW，　CifbeiとΩaban，　Qutlug－bv霞jaの許より来たという［　Ya5SOf：

475／12－13］。大元ウルス，Ωaidu－ulus，　Jo6i－ulus，　C藤be童兄弟，現Afgan一£urkistaRの

Caγatai西面軍の5グループである。　C曲e呈家はQaidu－ulusと並び扱われる。至近22・

23（1285・86）年のAJigiの太原路後退後，「s取木（鼠講）伯，兵を西睡に総ぶ」［〈析津陳

氏先螢碑〉張養浩備田類楡乾留55年刻本9／9a］精況は，本処のNo撫q濾を経て，

f至治中（1321－23），傭苔失王と岡じく甘粛諸軍を領す」［〈世勲碑〉漢文面。魚苗録24／

8b，類稿39／5a，朧右5／60b，原石［党寿山99］はみな臨幸失王。元文類26／4bのみ哺

蕎三里。宗室世系表に見える表記と同一となり，！％ηぬ∬認と読まざるをえなくなるが，

誤記だろう。ウイグル文面は当該箇処欠損］と，Nom－da9　taysi’　tw代も同様であった。

両属するUi自uristanをはさんで1300年の初頭以降，ふたつのCaγatai集団が東西に並

存したことは疑いない。C飴ei家は嫡統の醜王家（粛州）のほか，1330年代に沙州に西寧

王家を分立させ，かつ後嗣の絶えたらしいΩabanの子K6虻egの跡をCubeiの王子が

継いで，のち明代Ωomu1王家となる［杉山19823。西寧王家の血統上の視Buya臓一da蓉

が塞処記事で宗家の兄No肝q磁と並記される有力者であったことがはじめて確認でき
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る。明代Ωomu1王家のΩomu1在住の淵源も，本処記事によって名義上の糧であるらし

いΩabanの子K6n6egのΩomul居住に確実に潮ることが判明する。　Kdn6egのΩomul

居住については，本書の開戦記事に，「かくして轍どもをその幕営地（pmrt）から駆逐

しろ。彼らの夏凹地（ydylaq）と冬営地（qts”laq）を自分の所有に奪えsとの9anの勅書

（yarlig）の命令（hukm）が届いた時，　Toγa邑軍は相手を3ケ月行程まで駆逐し，自分の所

有に奪った。∫WBAY／cmbeiの息子たちの兵士は40　H行程して鎚muiまで取り，敵を

その幕営地（yart）から遠ざけた」［S　226a／6－20，　P　l　36a／14－18］と，本処配事と矛盾

するような記事が争える。Ωamu圭は誤記か，或いはCifbeiの諸子No幣q面，　Buyan－

da9らが兜町・沙州方面から達したと解するか，どちらかである。しかし，　Kdn6egの

Ωo鵬u1在住はi3i4年には確実である。従来『靖赤s　6，延祐元（1314）年閏3月6日目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆる「寛徹欝えらく，晒物の城に靖を立つるは，去年，奏して準されたり」，同7月に「是の
　　　　　　　　　　ちかきろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

月，中書省奏すらく，遡者，議したるに，元と愈したる靖戸を将って答三吟に発遣して

立占に当つ。数内に四壁（枝は集鑓，兵団の意。m．　aimayか露吻の訳語）の子吉憐の民

の或いは阿八州abaii・昔三絶sibayuci（阿八赤を人名と見てAba6iのsibaγu6iとも読

める）に属すると称し，困りて以て役を避くる者有り。諸王南三里Nom，qulz’の来文に

拠るに称すらく…」と1314黛の前年1313年には遅くとも1〈6n6egおよびNom．qulrが

「笹野の城」「答失の城」を保早していたことが知られていた。岡城は，竪世大典誘地理図

に下冷琵ami＞Qomulの右隣に見える塔失八盤乃動α勿に相違なく，明代の『畏兀児

館下識の他失八里／Ta善一bal鶏／石頭城［庄垣内：117］に当たり，かつ滅吉野Megγin－

Begrin［Ra蛍dはBKRYN．」7’S　29a－29b］が近住する点，鰯実録露に「野セ克力wild一

砿8g功が分屯する「（他）踊帯力群島7と動αZ4α5観」（balqasu（n）はt．　bahqの蒙古語）［明代

西域史料：494－5。他処もあり］と元・明時代一連の情況が窺知された。Ωzamulを明記

する本書と情況を示す『靖赤sとの東西文献の一致により，K6n6egの遅くとも1313年

からのΩo勲1地区保有は確実である。本処記事による西面全体の形勢は，元側は

No驚q媛1￥とBuyan－da9が粛州・沙州に本拠を置き，前線は北からBars－k61にBularソ1

の9dytigiiを中核とする増強部隊，Ωomu玉にK6n6eg，タリム盆地芦辺にJataiが配麗さ

れ，一一方Esen－buqa側はEm三1一むvajaが本軍で，　Bul斑γ三に対して（つまりBoydo－aγula

北麓に，の意だろう〉Ωutuqu，　K6n6egに対して（同様にBoγdo－aγula南麓に，の意か）

Sab鹸n－zTrakとA麺ad，　J護t灘に対してJgnkjal－babgTが前線にいる形である。要するに

Ui9面stanは，　Qubilai時代「（Ωara－blljuは）UTgurたちの町であり，そこには佳きワ

イン（9arab）があり，ΩanとΩaiduの境域の間にあって，両方に与し，双方の側に仕え
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ているll［」7S　208a／26－27］，「ΩeRとQaiduの間を境域とするU薙面st蝕地方とその

他の諸地方」［」7S　350／9－10］とRagTdが明護するように，開戦までは，両属状態が

っついていたと見てよいSS｝。91三絶sでは一方薗ではただ一度の会戦を除き実戦はな

かったと述べ［」7S　211a／22－29］，既引のCapar追討戦でもDu’aとNom－qulk’が協遇

している。Og6dei系追い落としは，　Caγa毛al岡族である両派にとって共通の利叢だっ

たろう。結局，女浪河西から天山以酋まで，Caγatai　一ifが横に連鎖しCayatai家の天

地となったのだから。1314年以降の開戦でも，北面での激顯とは逆に実戦したかどうか

疑わしい。No肝q磁の父Clibe三の時代でも実は実戦を窺わせる記事は極めて少ない。

元帝とΩaiduの強者の直接対決の傍で，やむをえず対立の姿勢をDu’a・Cubelの両派

がとりつづけたのが真根であったのかもしれない。ただし，1314年の開戦の直接の結果

として，1310年代の後半に，ウイグル・イデ6クト高網王家が「兵を火州（9ara一）（20δo

に領し，復た畏兀児城池を立つ」〈世勲碑〉という新情i勢が生まれてくる。

おわりに

　大きな政治推移の中で平押記事を眺めると，正Darmabalaの寡婦Dagiとその両子

Ωaigan・Ayurbarwadaを忌避する成宗Temifrの后Bulγan．qa匙unの強い要請による

Ωai§an懐華車受封とAltai派遣およびDagi・Ayurbarwada母子の懐孟就居（懐孟は

Ωubilai－5ingim－Darmabalaと継承されたΩubila孟家私領），2Ωaidu死宏によるDu’aの講

和主唱と元側への通応，3Du’aによるOg6dei系列の排斥と元軍との協局によるCapar’

追討，4Du’aの即位，51306年のΩaigan軍によるlrti9戦役とMelig－temtir・Og6dei諸派

の投降，CaparのDu’aへの投降，61307年初頭の成宗究虫と夏のDu’aの死去，　7　Bttlγan－

qatunの要請による安diEE　ARandaの招致と，　Melig－temtirと組んだAnandaの大都宮

廷制圧，8Dagi母子の推立による大都首脳部のARanda打倒，9ΩaiganのQara－qorum　＄

19）本書704／1304－05年，成宗との協約を果たしたDu’aが大クリルタイを開いた蒔の需葉の中

　に「Bys　BALΩ／βts・　bal　4の境域であり，我等が巌窟とulus（mulk微ぬ5）の王領地（ba55a）

　であるΩRA耳WJW／Qara・qofOjとある［S　150b／3，　P　23b／8－9］からといって，Ωara－qojo

　をDu’a固有領となったと考える必要はないだろう。逆に本処記事では元側需Cubel一門側の

　立場で記すからUigttristanはClibei　一一門が占有したように見える。事実は両属だろう。　y集史a

　τe繭r紀に大徳改元の頃（1297），「QRA耳W∫H／Qara－qajaの境域にいるAnandaとAjiqiと

　JWBAY／Cit　beijとあるのも軍事進駿の状態である［」7S　217b／5］。
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会とその進WW，　’oAyurbarwadaのgaiganへの譲位（以上1307年），ll　7一一　10の間のDu’a－

ulus内での混乱とKun6eg・Talryuの即位と死去・打倒，葦21310年のEsea－buqa即位に

よるDu’a－ulusの安定，：31311年Ωal§anの急冤とAyurbaτwadaの即位，　i4仁：宗による北・

西両面軍懐柔，151314年東西開戦，i6AyurbarwadaによるΩaigan遺子の追い出しとΩ091a

のAltai地区への口入，17おそらくToγa6iのΩ09ila推立によるAltai一君粛一陳西の騒

乱，18仁：宗の子Sldlb61a即位に対するモンゴル貴族の不満とその暗殺，習王Yis甑．

temttrの即位，191328年ELte磁r以下の旧Qa三9an系軍団のク・一・デタと9aigan次子

Tuγ一temUrの推立，20Caγatai軍の支援をうけたQogilaの進撃とその暗殺　　という，ほ

ぼ30年の激動のちょうどなかばにあたる。Altai以西の精勢と大元ウルス中央政局とは

密接に連動していた。『オルジェイト史sには，その手掛りとなる記事がかなり残り，

良写本からの精査・検討を経ていない「ヴァッサーフ史2の当該記事とも彼此対校して

確実な事実を捌出していく必要がある。今後の責めとしたい。

［追記］先の大戦のさなかIstanbulより数々の貴重にして本源史料となるペルシア語

文献古写本の写真・フィルムを日本に将来され，本年初頭にみまかられた小林高四郎氏

には、遂に拝搦の機会に恵まれなかったが，昨年下地における筆者の調査への大きな機

縁を結果として賜わった。氏の将来したものはいずれも重要なものばかりであり，そし

て当磯はIstanbul　M内諸処に散って閲覧すら容易でなかったと推察される。氏の慧眼

と情熱に対し，心よりの敬意と謝意を表し，御冥福をお祈りする。そして無力な筆者に

全面援助を惜しまれなかったDr．　Adnaa　Erziと小松久男御夫妻に深甚の謝意を表わす。

史料

Anonym？

　8ぬ尻1％η顧π久MSS．正stanbul．　Topkapi　Sarayl　Mttzesi，　K漁phanesi、　Ahmet　2937，227　folios．

　【磁凋

ljnfig．一i　Abrg，　＆　Anonym．

　Ma‘i2z　al－Ansab，　MSS．　Pari＄，　Bibliotheque　Nationale，　Ancien　fond　persan　67，　［Mu‘ixz　P］　；

　London，　British　Library，　Or．　467．　IMu‘ix2　L］

Juvain￥，　‘Ata　al　Dln　‘Ata－Malik

　πテ函」ぬ捨G醜Mirza　MuhammadΩazwin≦ed．，　The　l翫テ乏feh－i－Jahan・Gusha　of　cA・la’a　’d一　Din

　‘Ata　Malik－i－Juwayni，　3　vols，　Gibb　Memorial　Series，　XVI／1，　2，　3，　Leyden　and　London，　19121
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1916，　1937．　IQazvinil

gitsanT，　‘Abd－Allah　b．　Mu＃ammad　al－

　Ta’rib－i　UIJ’a－ita，　MSS．　lstanbui，　Aya－Sofya　Cami，　Kiftifphanesi，　3019／3，　folio　135－240．　［S］　；

　Paris，　Biblioth6que　Nationale，　MSS．　Supp16ment　persan　1419，　164　folios．　［Pl

Ragld　ai－Din，　Fazl－A｝leh　HamadanT．

　／ami‘　al－Tavarie，　MSS．　lstanbul，　Topkapi　Sarayi　Mifzesi，　Kiftifphanesi，　Revan　15i8．　［」7Sl　；

　London，　British　Library，　Ot　Add．　16688．　［」7’Zal　；　British　Library，　Or．　Add．　7628．　［」7L］　；

　Paris，　Biblitheque　Nationaie，　254　（Supp16ment　1113）　｛」［Z’Pl　；　Tehran，　Kitllbbane－i　Majlis－i

　Sgr：i　millr，　2131．　［」7’Tm］

SUml，蓑i鱒m　al一王）in．

　Z．　afar－nama，　F．　Tauer　ed．，　Histoire　des　conquetes　de　Tamerlan　intitulee　4afarnama，　1，　Praha，　1937．

　［　Tauer］

Vassaf，　Sihab　al．DTがAbd－Allah　Saraf　STrazT．

　助吻吻泌ん脚プva　7切上αみ恥飢｛acsimi｝es　from　1853　Bombey　Text，乃擁ゴVaESOf　al一

　飾脚‘伽君如瓦3θ侮謬2瓦伽餌Tehra蕪，　A．H，1338．【恥朗

Yazdl，　Saraf　al－Dm　‘Ak

　Z．　afar－nama，　facsimile　Texts，　ed　A．　Urunbayev，　TabXkent，　．1973，　1　Yaxdfz］

盧集

　〈句容郡王興野碑〉，『道園学古録』四部新刊所収至正元隼刊本23／7a－15a。『道園類稿s元人文

　集珍本叢刊所収至正五年刊本38／1a－15b。蘇天爵『元文類2四部叢朔本26／7a－18b。［世績碑】

閻復

　く枢密勾容武毅王紀績碑〉，蘇天爵院曲名用事野台湾国立中央掛声館蔵元統刊本3－3，3／

　5b－9a。謬蓋孫群肝甲門番零拾」辮収脚病集tl　3／17a－20a〈枢密句容武毅ヨ三碑〉は前者より引

　用。［紀績碑】

虞集

　〈高畠王世可耕〉，樋園学古録s24／6a－10a。「道圏類稿di　39／la－7b。「元文蜘26／1a－7a。

　張維門地金石記壽5／58b－63a。黄文弼「亦都護高畠王世勲碑復原井校記」「文物＄1964－2，

　34－42。党寿山「亦都呼野趨王世心碑考」堵撫与文物s1983畦，96－100。漱世民「國鵬文亦都護

　高畠王三野碑研究」「考古学報s1980－3，515－529，　Geng　Shimin　et　James　ffamiition，　L’lns－

　cription　ouvgoure　de　la　Stble　comm6morative　des　lduq　Qut　de　9060，　Tarcica　13，　1981，　10“一540

　柴町ホ・巴拉提，劉迎勝「亦群生簡嵩王撮勲碑國鵤文碑文之校勘与研究」『元史及北方残族史研

　究集刊讃8，1984，57－106。［世皿鉢］

　＊これ以外の漢文文献は省略する。
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